小羊の沈
しかたなくピラトは、イエスの背中を鉛のついたむちで打たせました。
- ヨハネの福音書 19:1
これらの言葉の現実を想像しようとすると、私は憤慨する。なんという厚かましさ、なんという傲慢さ、なんという途方もない無知であろうか。神を恐れない小役人が、いのちの創造者にこのような屈辱を浴びせるとは！
この異教徒の手によって罪のないお方が耐えられた辱めと比べると、私自身の苦しみはあまりにも惨めなほど及ばない。あのお方の傷に比べれば、私の傷はなんと小さいことか。あのお方に加えられたおぞましい攻撃と並べてみると、私の不満がどれほど計り知れないほど幼稚に見えることか。
もし私たちの時代に灰と粗布の衣があったなら、私はそれらを身に着け、ただ一つでも不平を主の耳に届けたことに対する、自分のふさわしくなさと恥を示すでしょう。今は、この短い随筆が、苦しみの中での主の沈黙――いや、私自身の罪によって部分的に引き起こされた不当な苦しみの中での主の沈黙を、私に思い起こさせるものとなるでしょう。
私の祈りは、私が不当な扱いを受けたとき、主ご自身の御言葉を超える言葉を一言でも発したことを、主が赦してくださることです。主の沈黙によって、私は静けさへと恥じ入らされ、主の打ち傷によって、むなしく語った言葉から癒やされます。
